
提

出

者

川

田

悦

子

平
成
十
四
年
五
月
十
日
提
出

質

問

第

六

七

号

テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
に
関
連
す
る
民
間
企
業
の
協
力
問
題
の
事
実
関
係
に
関
す
る
質
問
主
意
書

67



テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
に
関
連
す
る
民
間
企
業
の
協
力
問
題
の
事
実
関
係
に
関
す
る
質
問
主
意
書

私
は
二
〇
〇
一
年
一
二
月
四
日
、
「
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
」
に
関
連
す
る
民
間
企
業
の
協
力
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

を
提
出
し
、
一
二
月
一
八
日
付
で
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

今
回
、
政
府
与
党
は
五
月
八
日
、
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
テ
ロ
組
織
へ
の
攻
撃
を
続
け
て
い

る
米
軍
支
援
を
さ
ら
に
半
年
間
延
長
す
る
方
針
を
決
め
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
二
〇
〇
二
年
五
月
四
日
付
の
朝
日
新
聞
朝
刊
一
面
は
ト
ッ
プ
記
事
で
「
防
衛
庁
が
『
石
川
島
播

磨
重
工
業
』
（
以
下
、
石
播
、
提
出
者
註
）
（
本
社
・
東
京
）
な
ど
複
数
の
防
衛
関
連
業
者
に
対
し
、
技
術
者
の
現
地
派
遣
を

要
請
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
自
衛
隊
に
自
前
の
補
修
能
力
が
な
い
た
め
で
、
業
者
側
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
要
員
確
保

や
派
遣
準
備
を
進
め
て
い
る
。
防
衛
庁
は
要
請
の
事
実
を
認
め
て
い
る
が
、
『
ま
だ
非
公
式
の
も
の
』
と
し
て
い
る
」
と
報
道

し
た
。

半
年
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
自
衛
隊
の
装
備
に
つ
い
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
協
力
し
て
い
る
民
間
企
業
の
協
力
は
ま
す
ま

す
不
可
欠
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
実
際
、
石
播
で
は
「
す
で
に
派
遣
要
員
数
十
人
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
」
も
し
て
お
り
、
不
安
が

大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。
朝
日
新
聞
報
道
後
五
月
八
日
に
受
け
た
防
衛
庁
か
ら
の
説
明
や
提
供
資
料
（
民
間
企
業
宛
て
�
二
〇

一



〇
一
年
〈
以
下
同
〉
一
〇
月
五
日
付
航
空
幕
僚
監
部
装
備
部
長
名
�
一
一
月
一
二
日
付
海
上
幕
僚
監
部
装
備
部
長
名
�
一
一
月

一
五
日
付
横
須
賀
造
修
補
給
所
艦
船
部
長
名
�
一
一
月
一
六
日
付
横
須
賀
補
給
所
武
器
部
武
器
部
長
名
）
も
踏
ま
え
民
間
企
業

の
協
力
に
つ
い
て
以
下
、
再
び
質
問
す
る
。

一

私
の
質
問
主
意
書
に
対
し
て
は
「
民
間
企
業
に
対
す
る
従
業
員
の
海
外
へ
の
派
遣
要
請
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い

て
、
具
体
的
に
は
考
え
て
い
な
い
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
が
、
朝
日
新
聞
の
記
事
で
は
「
現
地
派
遣
を
要
請
し
て
い
る
」
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
防
衛
庁
か
ら
石
播
重
工
な
ど
大
手
十
数
社
に
対
し
て
、
技
術
者
の
派
遣
要
請
を
し
た
か
。

派
遣
要
請
を
し
た
と
す
れ
ば
い
つ
か
。

要
請
の
具
体
的
内
容
は
な
に
か
。

二

派
遣
要
請
は
「
非
公
式
の
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
な
ら
そ
の
内
容
は
、
ど
ん
な
も
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

前
文
の
防
衛
庁
提
供
資
料
に
つ
い
て
問
う
。

（
�
）
こ
れ
ら
文
書
の
性
格
に
つ
い
て
答
え
ら
れ
た
い
。

（
�
）
各
々
「
お
願
い
」
し
た
民
間
企
業
は
、
何
社
か
。
ま
た
当
該
民
間
企
業
は
、
ど
う
い
っ
た
基
準
で
選
ば
れ
「
お
願

い
」
し
た
の
か
。

二



（
�
）
「
故
障
対
応
等
に
関
し
て
（
略
）
御
協
力
」
（
資
料
�
）
を
「
お
願
い
」
し
た
と
あ
る
が
、
そ
の
中
の
「
等
」
と

は
、
具
体
的
に
何
を
想
定
し
て
い
る
か
。

（
�
）
「
貴
社
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
場
合
も
予
想
さ
れ
る
（
ま
す
）
」
（
資
料
�
�
）
と
し
て
い
る
「
お
願
い
す
る
場

合
」
と
は
、
い
か
な
る
「
場
合
」
か
。

（
�
）
「
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
準
備
方
お
願
い
」
（
資
料
�
�
）
し
て
い
る
が
、
「
迅
速
な
対
応
が
可
能
」

な
「
準
備
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
「
準
備
」
か
。

四

防
衛
庁
提
出
資
料
�
は
「
今
後
の
航
空
自
衛
隊
の
任
務
と
し
て
、
テ
ロ
対
策
支
援
法
等
に
基
づ
く
Ｃ－

�
�
�
型
機
の
国

外
運
航
が
予
想
さ
れ
」
る
と
し
て
「
現
地
に
お
け
る
Ｃ－

�
�
�
型
機
の
整
備
及
び
修
補
」
を
「
同
型
機
の
修
理
会
社
で
あ

る
貴
社
」
に
「
準
備
方
お
願
い
」
し
て
い
る
。
同
資
料
は
一
〇
月
五
日
付
の
も
の
で
あ
り
、
当
日
は
テ
ロ
対
策
特
別
措
置
法

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
会
提
出
が
な
さ
れ
た
日
で
、
同
法
は
成
立
し
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
テ
ロ
対
策
支
援
法
等

に
基
づ
く
Ｃ－

�
�
�
型
機
の
国
外
運
航
が
予
想
さ
れ
」
る
と
し
て
「
準
備
方
お
願
い
」
す
る
の
は
、
国
会
軽
視
は
も
と
よ

り
、
シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
観
点
か
ら
も
甚
だ
問
題
だ
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
見
解
を
問
う
。

五

派
遣
す
る
場
合
は
「
防
衛
庁
は
、
当
該
民
間
企
業
と
協
議
し
て
合
意
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
新
た
な
契
約
の
締
結
等
を

三



行
う
こ
と
に
な
る
」
と
答
え
て
い
る
が
、
民
間
人
を
派
遣
す
る
場
合
に
法
律
上
の
根
拠
は
必
要
な
い
と
考
え
る
の
か
。

必
要
な
い
と
考
え
る
と
す
れ
ば
な
ぜ
か
。

六

「
防
衛
庁
と
し
て
も
派
遣
さ
れ
る
従
業
員
の
安
全
に
配
意
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

「
安
全
に
配
意
」
す
る
中
身
に
つ
い
て
具
体
的
に
答
え
ら
れ
た
い
。
派
遣
に
あ
た
っ
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
存
否
と
そ
の
内
容

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
防
衛
庁
と
し
て
は
派
遣
さ
れ
る
要
員
の
安
全
確
保
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
答
え
ら
れ
た

い
。派

遣
に
際
し
て
想
定
し
う
る
危
険
な
事
態
と
そ
れ
に
対
す
る
配
慮
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、
答
え
ら
れ
た
い
。

七

一
二
月
一
八
日
の
答
弁
書
か
ら
五
ヵ
月
た
っ
て
い
る
が
、
海
外
展
開
中
の
自
衛
隊
に
対
す
る
部
品
補
給
や
運
転
支
援
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
で
、
現
時
点
で
民
間
企
業
の
従
業
員
は
、
海
外
に
派
遣
さ
れ
て
い
な
い
か
。
派
遣
す
る
場
合
は
、
明
ら
か

に
す
る
の
か
ど
う
か
。
明
ら
か
に
し
な
い
場
合
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。

八

派
遣
さ
れ
た
民
間
人
は
作
業
中
防
衛
庁
（
海
上
自
衛
隊
）
の
指
揮
監
督
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
派
遣
さ
れ
た
民
間

人
の
地
位
は
私
的
側
面
と
公
的
側
面
を
併
有
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
地
位
の
公
的
側
面
と
の
関
係
に
お
い
て
、
憲
法
九
条
、

一
九
条
、
二
八
条
と
の
抵
触
は
な
い
と
考
え
る
の
か
。

四



憲
法
九
条
、
一
九
条
、
二
八
条
と
の
抵
触
は
な
い
と
考
え
る
と
す
れ
ば
な
ぜ
か
。

派
遣
を
要
請
さ
れ
た
従
業
員
が
派
遣
を
拒
否
し
た
場
合
、
当
該
企
業
内
に
お
い
て
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
か
。

不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
と
考
え
る
と
す
れ
ば
な
ぜ
か
。

右
質
問
す
る
。

五


